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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１および第２の有機ＥＬパネルを有し、選択信号に応じていずれか一方の前記有機Ｅ
Ｌパネルを選択的に駆動して所定の表示をする有機ＥＬ表示装置において、
　アクティブマトリックス型の前記第１の有機ＥＬパネルと、
　パッシブマトリックス型の前記第２の有機ＥＬパネルと、
　前記第１および第２の有機ＥＬパネルのデータ線あるいはカラムピンに対して共通に接
続される出力ピンを有しこの出力ピンからこれに接続されている前記データ線あるいは前
記カラムピンに有機ＥＬ素子を駆動するための駆動電流をそれぞれ出力する多数の電流駆
動回路と、
　前記第１の有機ＥＬパネルのそれぞれの前記データ線の接続ラインに設けられ前記駆動
電流をそれぞれ遮断するための多数の第１のスイッチ回路と、
　前記第２の有機ＥＬパネルに対する前記駆動電流を遮断するために前記第２の有機ＥＬ
パネルの前記有機ＥＬ素子の下流に設けられた駆動電流遮断回路とを備え、
　前記選択信号に応じて前記第２の有機ＥＬパネルを駆動するときには前記多数の第１の
スイッチ回路をＯＦＦにして前記第１の有機ＥＬパネルへの前記駆動電流を遮断して前記
第２の有機ＥＬパネルの前記カラムピンに前記駆動電流を出力し、前記選択信号に応じて
前記第１の有機ＥＬパネルを駆動するときには前記第２の有機ＥＬパネルに対する前記駆
動電流を前記駆動電流遮断回路により遮断しかつ前記多数の第１のスイッチ回路をＯＮに
して前記駆動電流を前記第１の有機ＥＬパネルの前記データ線に流す有機ＥＬ表示装置。
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【請求項２】
　さらに、前記第１および第２の有機ＥＬパネルに対応して前記第１および第２の有機Ｅ
Ｌパネルのロー方向あるいは垂直方向の走査対象となる走査線を走査する走査回路をそれ
ぞれ有し、前記選択信号に応じて前記第１および第２の有機ＥＬパネルのいずれか一方に
対する前記走査回路を動作させてこの一方の有機ＥＬパネルへ前記駆動電流を流しかつ前
記第２の有機ＥＬパネルの前記走査回路の動作そのものを停止させることでこの走査回路
が前記駆動電流遮断回路となる請求項１記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記第１および第２の有機ＥＬパネルのいずれか一方に対する前記走査回路の走査動作
の開始は、前記いずれか他方の前記走査回路の走査動作の停止以降あるいは動作そのもの
の停止以降である請求項２記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】
　さらに、前記第２の有機ＥＬパネルの前記有機ＥＬ素子あるいは前記第１の有機ＥＬパ
ネルのピクセル回路のコンデンサの端子電圧をリセットするリセット回路を有し、このリ
セット回路は、Ｄ／Ａ変換回路と前記出力ピンにそれぞれ接続された多数のアナログスイ
ッチとからなり、このリセット回路の外部からデータを受けて前記Ｄ／Ａ変換回路により
アナログ電圧を発生し、リセット期間に前記多数のアナログスイッチをＯＮにして前記ア
ナログ電圧を前記出力ピンに出力する請求項２記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記第２の有機ＥＬパネルは、前記出力ピンにソース電流が出力されることで駆動され
、前記第１の有機ＥＬパネルは、前記出力ピンにシンク電流が出力されることで駆動され
、前記電流駆動回路は、前記選択信号に応じて前記ソース電流と前記シンク電流のいずれ
か一方を選択的に発生する請求項４記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】
　さらに、この有機ＥＬ表示装置を備えたある装置の蓋の開閉に応じてＯＮ／ＯＦＦする
作動スイッチを有し、前記第１および第２の有機ＥＬパネルの一方がメインディスプレイ
とされ、いずれか他方がサブディスプレイとされ、前記作動スイッチのＯＮ／ＯＦＦに応
じてＯＮ／ＯＦＦに応じた前記選択信号が発生する請求項５記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　前記作動スイッチは、光学センサからの信号に応じてＯＮ／ＯＦＦするスイッチであり
、前記光学センサが前記ある装置に設けられている請求項６記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項８】
　第１および第２の有機ＥＬパネルを有し、選択信号に応じていずれか一方の前記有機Ｅ
Ｌパネルを選択的に駆動して所定の表示をする有機ＥＬ表示装置において、
　リセット電圧が相違する前記第１および第２の有機ＥＬパネルと、
　前記第１および第２の有機ＥＬパネルのデータ線あるいはカラムピンに対して共通に接
続される出力ピンを有しこの出力ピンに接続されている前記データ線あるいは前記カラム
ピンに有機ＥＬ素子を駆動するための駆動電流をそれぞれ出力する多数の電流駆動回路と
、
　Ｄ／Ａ変換回路とそれぞれの前記出力ピンにそれぞれ接続された多数のアナログスイッ
チとを有し前記有機ＥＬ素子あるいはピクセル回路のコンデンサの端子電圧をリセットす
るリセット回路とを備え、
　前記リセット回路は、このリセット回路の外部から前記リセット電圧に応じたデータを
受けて前記Ｄ／Ａ変換回路によりアナログ電圧を発生し、リセット期間に前記多数のアナ
ログスイッチをＯＮにして前記アナログ電圧をリセット電圧として前記出力ピンに出力す
る有機ＥＬ表示装置。
【請求項９】
　前記第１の有機ＥＬパネルはアクティブマトリックス型であり、前記第２の有機ＥＬパ
ネルはパッシブマトリックス型であって、前記データは、前記ピクセル回路のコンデンサ
の端子電圧をリセットするための第１のデータと前記有機ＥＬ素子の端子電圧をリセット
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する第２のデータとからなり、選択信号に応じて前記第１のデータと前記第２のデータの
いずれかが選択的に前記Ｄ／Ａ変換回路に加えられる請求項８記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１０】
　さらに、この有機ＥＬ表示装置を備えたある装置の蓋の開閉に応じてＯＮ／ＯＦＦする
作動スイッチを有し、前記第１および第２の有機ＥＬパネルの一方がメインディスプレイ
とされ、いずれか他方がサブディスプレイとされ、前記作動スイッチのＯＮ／ＯＦＦに応
じてＯＮ／ＯＦＦに応じた前記選択信号が発生する請求項９記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１１】
　第１および第２の有機ＥＬパネルを有し、選択信号に応じていずれか一方の前記有機Ｅ
Ｌパネルを選択的に駆動して所定の表示をする有機ＥＬ表示装置において、
　アクティブマトリックス型の前記第１の有機ＥＬパネルと、
　アクティブマトリックス型の前記第２の有機ＥＬパネルと、
　前記第１の有機ＥＬパネルのデータ線および第２の有機ＥＬパネルのデータ線に対して
共通に接続される出力ピンを有しこの出力ピンからこれに接続されている前記データ線に
有機ＥＬ素子を駆動するための駆動電流をそれぞれ出力する多数の電流駆動回路と、
　前記第１の有機ＥＬパネルのそれぞれの前記データ線への接続ラインに設けられ前記駆
動電流をそれぞれ遮断するための多数の第１のスイッチ回路と、
　前記第２の有機ＥＬパネルに対する前記駆動電流を遮断するために前記第２の有機ＥＬ
パネルのそれぞれの前記データ線への接続ラインに設けられ前記駆動電流をそれぞれ遮断
するための多数の第２のスイッチ回路とを備え、
　前記選択信号に応じて前記第２の有機ＥＬパネルを駆動するときには前記多数の第１の
スイッチ回路をＯＦＦにして前記第１の有機ＥＬパネルへの前記駆動電流を遮断しかつ前
記多数の第２のスイッチ回路をＯＮにして前記第２の有機ＥＬパネルの前記データ線に前
記駆動電流を流し、前記選択信号に応じて前記第１の有機ＥＬパネルを駆動するときには
前記多数の第２のスイッチ回路をＯＦＦにして前記第２の有機ＥＬパネルに対する前記駆
動電流を遮断しかつ前記多数の第１のスイッチ回路をＯＮにして前記第１の有機ＥＬパネ
ルの前記データ線に前記駆動電流を流す有機ＥＬ表示装置。
【請求項１２】
　さらに、前記第１および第２の有機ＥＬパネルのロー方向あるいは垂直方向の走査対象
となる走査線を走査するこれらパネルに共通に設けられた走査回路と、前記第１および第
２の有機ＥＬパネルに対する前記走査回路の駆動切換をするマルチプレクサとを有し、前
記選択信号に応じて前記マルチプレクサを介して前記第１および第２の有機ＥＬパネルの
いずれか一方に対して前記走査回路を動作させてこの一方の有機ＥＬパネルへ前記駆動電
流を流しかつ残りのいずれか他方に対する前記走査回路の走査動作あるいは動作そのもの
を停止させる請求項１１記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１３】
　前記第１および第２の有機ＥＬパネルのいずれか一方に対する前記走査回路の走査動作
の開始は、前記いずれか他方に対する前記走査回路の走査動作の停止以降あるいは動作そ
のものの停止以降である請求項１２記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１４】
　さらに、前記第１および第２の有機ＥＬパネルのピクセル回路のコンデンサの端子電圧
をリセットするリセット回路を有し、このリセット回路は、Ｄ／Ａ変換回路と前記出力ピ
ンにそれぞれ接続された多数のアナログスイッチとからなり、このリセット回路の外部か
らデータを受けて前記Ｄ／Ａ変換回路によりアナログ電圧を発生し、リセット期間に前記
多数のアナログスイッチをＯＮにして前記アナログ電圧を前記出力ピンに出力する請求項
１２記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１５】
　さらに、この有機ＥＬ表示装置を備えたある装置の蓋の開閉に応じてＯＮ／ＯＦＦする
作動スイッチを有し、前記第１および第２の有機ＥＬパネルの一方がメインディスプレイ
とされ、いずれか他方がサブディスプレイとされ、前記作動スイッチのＯＮ／ＯＦＦに応
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じてＯＮ／ＯＦＦに応じた前記選択信号が発生する請求項１４記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１６】
　前記作動スイッチは、光学センサからの信号に応じてＯＮ／ＯＦＦするスイッチであり
、前記光学センサが前記ある装置に設けられている請求項１５記載の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、有機ＥＬ表示装置に関し、詳しくは、メインディスプレイとサブディスプ
レイとを有する有機ＥＬ表示装置において、一方のディスプレイから他方のディスプレイ
への表示切換時の消費電力を低減し、小型薄型化に適した有機ＥＬ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ表示装置は、自発光による高輝度表示が可能であることから、小画面での表示
に適し、携帯電話機、ＰＨＳ、ＤＶＤプレーヤ、ＰＤＡ（携帯端末装置）等に搭載される
次世代表示装置として現在注目されている。
　携帯電話機などでは、メインディスプレイとサブディスプレイとが背中合わせに配置さ
れる。サブディスプレイが装置の蓋の表側とされ、蓋を閉めた状態でサブディスプレイに
必要な情報を表示し、蓋を開けた状態で蓋の裏面に設けられたメインディスプレイにメニ
ュー等の操作情報を表示する切換表示が行われている。
　この場合、メインディスプレイは、高解像度のカラーディスプレイであり、サブディス
プレイは、メインディスプレイより画面サイズが小さい白黒のものが使用されている。特
に、携帯電話機のサブディスプレイは、時刻の表示や受信があったときにコールのための
映像などを表示する。
　メインディスプレイとサブディスプレイのドライバは、それぞれに仕様が相違し、ディ
スプレイ基板にＯＮチップされることから通常それぞれが個別に設けられている。
【０００３】
　有機ＥＬパネルの電流駆動回路は、アクティブマトリックス型でもパッシブマトリック
ス型のものでも端子ピン対応に電流源の駆動回路、例えば、カレントミラー回路による出
力回路が設けられている。
　アクティブマトリックス型では、表示セル（画素）対応にピクセル回路が設けられてい
て、各ピクセル回路は、コンデンサに記憶した電圧に応じてトランジスタを駆動し、この
トランジスタを介して有機ＥＬ素子（以下ＯＥＬ素子）を電流駆動する。
　一方、パッシブマトリックス型では、マトリックス状に配置されたＯＥＬ素子の陽極が
直接電流源の駆動回路の出力ピンにカラムピンを介して接続され、各電流源の駆動回路に
よりそれぞれのＯＥＬ素子が駆動される。
　なお、有機ＥＬパネルの駆動回路としては、カラムピン対応にＤ／Ａ変換回路（以下Ｄ
／Ａ）を設けたこの出願人の特開２００３－２３４６５５号の出願が公知である（特許文
献１）。これは、カラムピン対応のＤ／Ａが表示データと基準駆動電流とを受けて、基準
駆動電流に従って表示データをＤ／Ａ変換してカラムピン対応に駆動電流あるいはこの駆
動電流の元となる電流を生成する回路である。
特許文献１：特開２００３－２３４６５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　メインディスプレイとサブディスプレイにはデータ線対応にあるいはカラムピン対応に
それぞれ電流源の駆動回路を有するドライバＩＣがそれぞれ設けられている。そのため、
携帯電話機等の小型の電子機器にあっては、その分、メインディスプレイとサブディスプ
レイを搭載するエリアが大きくなって、それが、例えば、装置の蓋側ケースの薄型化の障
害になっている。
　また、メインディスプレイとサブディスプレイの一方を使用するときには、通常、他方
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のディスプレイの駆動電流源は、完全にＯＦＦされるのではなく、待機状態に設定されて
いる。そのために、その分、電力消費が増加し、表示ディスプレイの切換時には一方の駆
動回路の待機設定と他方の駆動回路の待機状態からの復帰とが行われる。そのため、これ
による過渡電流が消費電力を増加させる要因となっている。
　そこで、メインディスプレイとサブディスプレイとについてドライバＩＣを共用するこ
とが考えられるが、カラムピンに接続する出力ピン数を倍にしてドライバＩＣの内部で切
換えることは、出力ピン数が増加する関係で非常に難しい。しかも、出力ピンに対応して
切換スイッチを設けると、回路規模が非常に大きくなる問題がある。さらに、一方の表示
パネルと他方の表示パネルとの表示輝度が相違した場合に出力ピンが共通であると出力ピ
ンの電圧が跳ね上がる問題がある。
　しかも、このような形で表示ディスプレイの切換（以下表示切換）をしたとしても、ア
クティブマトリックス型の有機ＥＬパネルでは、駆動電流値の書込みは、通常、数百ｐＦ
のピクセル回路のコンデンサを０．１μＡ～１０μＡ程度の電流で充電することによるの
で、有機ＥＬパネルの切換時に発生する過渡電流でピクセル回路のコンデンサに誤書込み
が発生してＯＥＬ素子が誤発光する問題がある。
　この発明の目的は、このような従来技術の問題点を解決するものであって、一方のディ
スプレイから他方のディスプレイへの表示切換時のアクティブマトリックス型のディスプ
レイの誤発光を防止し、表示切換時の消費電力を低減し、小型薄型化に適した有機ＥＬ表
示装置を提供することにある。
　この発明の他の目的は、表示切換をする２枚のディスプレイパネルのリセット電圧が相
違する場合において、表示切換時の消費電力を低減でき、小型薄型化に適した有機ＥＬ表
示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　このような目的を達成するための第１の発明の有機ＥＬ表示装置の構成は、アクティブ
マトリックス型の第１の有機ＥＬパネルと、アクティブマトリックス型あるいはパッシブ
マトリックス型の第２の有機ＥＬパネルと、第１および第２の有機ＥＬパネルのデータ線
あるいはカラムピンに対して共通に接続される出力ピンを有しこの出力ピンからこれに接
続されているデータ線あるいはカラムピンにＯＥＬ素子を駆動するための駆動電流をそれ
ぞれ出力する多数の電流駆動回路と、第１の有機ＥＬパネルのそれぞれのデータ線あるい
はカラムピンへの接続ラインに設けられ駆動電流をそれぞれ遮断するための多数の第１の
スイッチ回路と第２の有機ＥＬパネルに対する駆動電流を遮断するために第２の有機ＥＬ
パネルの内部あるいは第２の有機ＥＬパネルの有機ＥＬ素子の下流に設けられた駆動電流
遮断回路とを備えていて、
　選択信号に応じて第２の有機ＥＬパネルを駆動するときには多数の第１のスイッチ回路
をＯＦＦにして第１の有機ＥＬパネルへの駆動電流を遮断して第２の有機ＥＬパネルのデ
ータ線あるいはカラムピンに駆動電流を出力し、選択信号に応じて第１の有機ＥＬパネル
を駆動するときには第２の有機ＥＬパネルに対する駆動電流を駆動電流遮断回路により遮
断しかつ多数の第１のスイッチ回路をＯＮにして駆動電流を第１の有機ＥＬパネルのデー
タ線あるいはカラムピンに流すものである。
【０００６】
　また、第２の発明は、リセット電圧が相違する第１および第２の有機ＥＬパネルと、第
１および第２の有機ＥＬパネルのデータ線あるいはカラムピンに対して共通に接続される
出力ピンを有しこの出力ピンに接続されているデータ線あるいはカラムピンにＯＥＬ素子
を駆動するための駆動電流をそれぞれ出力する多数の電流駆動回路と、Ｄ／Ａ変換回路を
有しそれぞれの出力ピンにアナログスイッチを介して接続されたリセット回路とを備えて
いて、
　リセット回路が、このリセット回路の外部からリセット電圧の相違に応じたデータを受
けてＤ／Ａ変換回路によりアナログ電圧を発生し、リセット期間にアナログスイッチをＯ
Ｎにしてアナログ電圧をリセット電圧として出力ピンに出力するものである。
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【発明の効果】
【０００７】
　前記構成のように、この発明にあっては、第１の有機ＥＬパネルと第２の有機ＥＬパネ
ルとに対して出力ピンを共用する電流駆動回路を設け、アクティブマトリックス型の第１
の有機ＥＬパネルの内部に駆動電流を遮断するためのスイッチ回路を設けている。これに
より、第１の発明は、第１の有機ＥＬパネルと第２の有機ＥＬパネルとに対応してそれぞ
れに電流駆動回路を設ける必要はない。そのため、選択されていない側の電流駆動回路を
待機状態にする必要がなく、その分、消費電力を低減することができる。
　しかも、第１の発明は、第２の有機ＥＬパネルへの切換時には、アクティブマトリック
ス型の第１の有機ＥＬパネルの駆動電流をそれぞれのデータ線あるいはカラムピンの接続
ラインに設けたスイッチ回路で遮断するようにしているので、切換時の過渡電流によるア
クティブマトリックス型の第１の有機ＥＬパネルの誤発光が防止される。しかも、非表示
側のアクティブマトリックス型の第１の有機ＥＬパネルは、第１のスイッチ回路がＯＦＦ
状態になっているので、切換後においても誤発光が防止される。
　さらに、この第１の発明は、第１および第２の有機ＥＬパネルのいずれか一方を動作す
るようにすればよいので、アクティブマトリックス型の第１の有機ＥＬパネルでは出力ピ
ンを共用する電流駆動回路に対してこれの負荷である第１の有機ＥＬパネル（負荷回路側
）での切換となるので、その分、過度電流が抑制される。第２の有機ＥＬパネルの駆動電
流の遮断回路を垂直走査回路とすれば、電流駆動回路の負荷回路の下流での切換となる。
これによりさらに過度電流が抑制される。しかも、垂直側の走査回路の動作／動作停止の
切換えにおいて表示切換えを行うようにすれば、第２の有機ＥＬパネルにあっては出力ピ
ンに対応して切換スイッチを設けることが不要になり、回路規模が増加することない。
　その結果、第１の発明にあっては、メインディスプレイとサブディスプレイとの表示切
換時のアクティブマトリックス型のディスプレイの誤発光を防止し、表示切換時の消費電
力を低減でき、小型薄型化に適した有機ＥＬ表示装置を実現できる。
　一方、第２の発明にあっては、アクティブマトリックス型とパッシブマトリックス型の
ように、表示切換をする２枚のディスプレイパネルのリセット電圧が相違する第１および
第２の有機ＥＬパネルが電流駆動回路の出力ピンに対して共通負荷となっている。そこで
、Ｄ／Ａ変換回路とアナログスイッチを設けることで異なるリセット電圧を共通の回路で
発生することができる。すなわち、２枚のディスプレイパネルのリセット回路を共通にで
きることにより、ドライバＩＣにおけるリセット回路のトータル専有面積を低減できる。
　その結果、第２の発明にあっては、表示切換時の消費電力を低減でき、小型薄型化に適
した有機ＥＬ表示装置を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は、アクティブマトリックス型とパッシブマトリックス型の有機ＥＬパネルに対し
て電流駆動回路を共用した場合のこの発明の有機ＥＬ表示装置の一実施例のブロック図、
図２は、アクティブマトリックス型の有機ＥＬパネルのピクセル回路の説明図、図３は、
２枚のアクティブマトリックス型有機ＥＬパネルに対して電流駆動回路を共用した場合の
この発明の有機ＥＬ表示装置の他の実施例のブロック図、そして、図４は、２枚のアクテ
ィブマトリックス型有機ＥＬパネルに対して電流駆動回路を共用した場合のこの発明の有
機ＥＬ表示装置のさらに他の実施例のブロック図である。
　図１において、１は、有機ＥＬの表示装置であって、アクティブマトリックス型の有機
ＥＬパネル２とパッシブマトリックス型の有機ＥＬパネル３を有している。
　４は、これら有機ＥＬパネル２，３とに共通に設けられたドライバＩＣ（以下ドライバ
）であり、カラム側の出力段電流源４０ａ，…４０i，…４０ｎと、ロー側の走査回路４
１、４２、インバータ４３、そしてリセット回路４４とを有している。
　ドライバ４は、コントロール回路１２から入力端子４ａを介して表示ディスプレイ選択
信号（以下選択信号ＳＥＬ）“Ｈ”（ＨＩＧＨレベル）あるいは“Ｌ”（ＬＯＷレベル）
を受けて、有機ＥＬパネル２、有機ＥＬパネル３のいずれかを選択的に駆動をする。これ
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により有機ＥＬパネル２と有機ＥＬパネル３のいずれか一方を表示状態とし、他方を非表
示にする。
　コントロール回路１２は、例えば、表示切換スイッチ１１がＯＮにされたときに選択信
号ＳＥＬ“Ｈ”を発生する。表示切換スイッチ１１がＯＦＦしているときあるいはＯＦＦ
にされたときには選択信号ＳＥＬを“Ｌ”（ＬＯＷレベル）にして出力する。なお、この
表示切換スイッチ１１は、例えば、この表示装置１を内蔵した携帯電話等において、装置
の蓋が閉められたときに装置の蓋により押されて作動し、ＯＮになるスイッチである。こ
の選択信号ＳＥＬは、ＭＰＵ１４にも入力されている。
【０００９】
　アクティブマトリックス型の有機ＥＬパネル２は、メインディスプレイとしてこの表示
装置１を内蔵した携帯電話等の装置の蓋の裏面側に設けられ、パッシブマトリックス型の
有機ＥＬパネル３は、サブディスプレイとして装置の蓋の表側に設けられている。これら
２枚の有機ＥＬパネルは背中合わせに装置の蓋側のケースに内蔵され、ドライバ４は、背
中合わせの状態でそれぞれの有機ＥＬパネル２，３のカラム線（カラムピン）あるいはデ
ータ線にそれぞれの出力ピンが共通に接続される。
　なお、２枚の有機ＥＬパネルを背中合わせにした場合には、有機ＥＬパネル２と有機Ｅ
Ｌパネル３とは、それぞれが駆動されるときに一方が他方に対して水平走査方向が逆にな
る。そのため、水平走査方向１ライン分の表示データは、一方に対して他方では逆方向か
らセットする必要がある。このような場合には双方向シフトレジスタ等が用いられるが、
これについては発明に直接関係ないのでここでは割愛する。
　有機ＥＬパネル２（メインディスプレイ）と有機ＥＬパネル３（サブディスプレイ）と
は、通常、表示画素数が相違していて、表示画素数が多い有機ＥＬパネル２には、さらに
別のドライバ４が設けられている。このドライバ４については、メインディスプレイとサ
ブディスプレイとに共通に設けられているものではないので、図では割愛してある。別の
ドライバ４を有機ＥＬパネル２に設けることで、この有機ＥＬパネル２を有機ＥＬパネル
３の出力ピン数より多いピン数の、大きな画面を持つパネルとすることができる。
【００１０】
　有機ＥＬパネル２には、水平走査方向の１ライン分に相当する各データ線Ｘa，…Ｘi，
…Ｘnに対応してスイッチ回路ＳPa，…ＳPi，…ＳPnがそれぞれに設けられている。出力
段電流源４０（各出力段電流源４０ａ，…４０i，…４０ｎの代表として）のそれぞれの
各出力ピン５（各出力ピン５ａ，…５i，…５ｎの代表として）は、有機ＥＬパネル２の
データ線端子ピン，各スイッチ回路ＳP（各スイッチ回路ＳPa，…ＳPi，…ＳPnの代表と
して）を介して各データ線Ｘ（各データ線Ｘa，…Ｘi，…Ｘnの代表として）にそれぞれ
接続されている。これにより、各スイッチ回路ＳPがＯＮしているときに、出力ピン５か
ら各ピクセル回路６に駆動電流が送出される。　各スイッチ回路ＳPは、ＰチャネルＭＯ
ＳトランジスタＴpで構成され、そのゲートが共通にドライバ４の出力ピン４ｄに接続さ
れ、出力ピン４ｄの“Ｌ”、“Ｈ”の信号に応じてＯＮ／ＯＦＦされる。
　ピクセル回路６は、Ｘ，Ｙのマトリックス配線（データ線Ｘ，走査線Ｙ1，Ｙ2…）の交
点に対応してそれぞれ設けられている。このピクセル回路６は、図２に示すように、４個
のトランジスタとＯＥＬ素子６ａとからなる回路であって、有機ＥＬパネル２の表示画素
に対応して画素数分設けられ、データ線Ｘ，スイッチ回路ＳPを介して出力ピン５に接続
されている。
【００１１】
　図２に示すように、ピクセル回路６には、各データ線Ｘと各走査線Ｙ（走査線Ｙ1，Ｙ2
）との交点にドレインとゲートが接続されたＰチャネルＭＯＳトランジスタTP1，ＴP2が
それぞれ設けられている。さらに、ピクセル回路６には、直列に接続された２つのＰチャ
ネルＭＯＳの駆動トランジスタＴP3，ＴP4が設けられ、これらトランジスタによりＯＥＬ
素子６ａが電流駆動される。この駆動のためにトランジスタＴP3のソース－ゲート間には
コンデンサＣが接続されている。
　また、トランジスタTP1のソースは、トランジスタＴP3のゲートに接続され、トランジ
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スタＴP2のソースは、トランジスタＴP3のドレインに接続されている。これにより、これ
らトランジスタTP1，ＴP2がＯＮしたときにはトランジスタＴP3のゲートとドレインとが
ダイオード接続されて、駆動電流がトランジスタＴP3に流されて駆動電流に対応した電圧
値がコンデンサＣに高い精度で記憶される。
　トランジスタＴP3のソースは、電源ライン＋Ｖccに接続され、そのドレインは、トラン
ジスタＴP4のソースに接続されている。そして、トランジスタＴP4のドレインは、ＯＥＬ
素子６ａの陽極に接続されている。ＯＥＬ素子６ａの陰極は，図２に示すように、ロー側
走査回路４１の走査回路４１ｂに設けられたスイッチ４１ａを介してグランドＧＮＤに接
続されている。
【００１２】
　トランジスタTP1，ＴP2のゲートは、ロー側の走査回路４１の走査線Ｙ1に接続され、ト
ランジスタＴP4のゲートは、ロー側の走査回路４１の走査線Ｙ2に接続されている。　ロ
ー側の走査回路４１は、図２に示す、書込制御回路４１ａと走査回路４１ｂとからなる。
走査線Ｙ1，走査線Ｙ2は、水平方向の走査線１ラインを構成し（図１参照）、書込制御回
路４１ａにより垂直走査の対象となる１ラインに対応する走査線Ｙ1，走査線Ｙ2が“Ｈ”
あるいは“Ｌ”に制御される。
　走査回路４１ｂは、書込制御回路４１ａにより制御されて垂直方向の各走査ライン７と
グランドＧＮＤとの間に設けられた走査回路４１ｂのスイッチ回路４１ｃをＯＮ／ＯＦＦ
制御して走査対象となる走査ライン７だけをＯＮすることで垂直走査をする。なお、垂直
方向に配置された１本の走査ライン７には、水平方向１ライン分のＯＥＬ素子６ａの陰極
が接続されている。
　なお、通常、有機ＥＬパネル２側では複数のドライバ４が水平方向１ライン分の駆動電
流を発生する。そこで、走査回路４１ｂは、複数のドライバ４に対応して１つ設けられる
ことになる。
【００１３】
　次に、図１のパッシブマトリックス型の有機ＥＬパネル３について説明すると、各出力
段電流源４０のそれぞれの出力ピン５は、さらに有機ＥＬパネル３の各カラム線ＣLa，…
ＣLi，…ＣLnにもそれぞれ接続されている。各カラムピンを介して各カラム線ＣL（各カ
ラム線ＣLa，…ＣLi，…ＣLnの代表として）と各ローライン８（垂直走査ライン）との交
点には、それぞれＯＥＬ素子３ａが設けられている。各ＯＥＬ素子３ａの陽極側は、カラ
ム線ＣLに直接接続され、水平方向に配列されたＯＥＬ素子３ａの陰極側は、垂直方向に
配置された各ローライン８に直接接続されている。各ローライン８は、ロー側の走査回路
４２により垂直走査の対象となったときにグランドＧＮＤに落とされる。
　ロー側の走査回路４２は、シフトレジスタとＣＭＯＳ出力回路等で構成され、ＣＭＯＳ
出力回路は、有機ＥＬパネル３の垂直走査方向の各ローライン８（水平方向１ライン）ご
とに設けられている。各ＣＭＯＳ出力回路が順次シフトレジスタにより駆動されて垂直走
査方向の１ライン（垂直走査対象となるローライン８）をグランドＧＮＤへと落とす。こ
のことにより、ロー側の走査回路４２は、出力ピン５から水平方向１ライン分の駆動電流
を吐き出させる。
　ところで、ロー側の走査回路４１，４２の垂直走査は、入力端子４ｅを介してコントロ
ール回路１２からタイミング信号を受けて行われる。
【００１４】
　図１に示すように、出力段電流源４０は、カレントミラー回路４５とアナログスイッチ
（トランスミッションゲート）４６，４７、４８、そしてＤ／Ａ変換回路（Ｄ／Ａ）４９
とからなる。ロー側の走査回路４１あるいはロー側の走査回路４２の垂直走査方向の水平
１ラインの走査に応じてそれぞれ出力ピン５にシンクあるいはソースの出力電流を発生す
る。　Ｄ／Ａ４９は、カレントミラー回路で構成され、基準駆動電流をカレントミラー回
路の入力側トランジスタに受けて入力された表示データに応じた変換アナログ電流を出力
側トランジスタに発生する。
　出力ピン５におけるシンクあるいはソースの出力電流の切換は、入力端子４ａに入力さ
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れる選択信号ＳＥＬにより行われ、これが“Ｌ”のときにシンク電流となり、“Ｈ”のと
きにソース電流となる。このシンク電流とソース電流の切換えについては後述する。
　カレントミラー回路４５は、ＰチャネルＭＯＳトランジスタＱP1，ＱP2とからなり、入
力側トランジスタＱP1と出力側トランジスタＱP2のチャネル幅（ゲート幅）比は、１：１
０になっている。
【００１５】
　トランジスタＱP1，ＱP2のソース側が＋１５Ｖ程度の電源ライン＋Ｖccに接続されてい
る。入力側トランジスタＱP1のドレインは共通のゲートに接続されるとともにアナログス
イッチ４６を介してＤ／Ａ４９に接続されている。
　また、トランジスタＱP1のソースとドレイン間にはアナログスイッチ４７が設けられて
いて、入力側トランジスタＱP2のドレインは出力ピン５に接続されている。そして、出力
ピン５とＤ／Ａ４９の出力との間にはアナログスイッチ４８が設けられている。　アナロ
グスイッチ４７，４８とは、アナログスイッチ４６に対して選択信号ＳＥＬが逆相で入力
されるように配線されていて、選択信号ＳＥＬが“Ｈ”でアナログスイッチ４６がＯＮす
る。このときには、アナログスイッチ４７，４８がＯＦＦする。また、選択信号ＳＥＬが
“Ｌ”でアナログスイッチ４６がＯＦＦする。このときには、アナログスイッチ４７，４
８がＯＮになる。
【００１６】
　リセット回路４４は、Ｄ／Ａ変換回路（Ｄ／Ａ）４４０と、各出力ピン５に対応して設
けられ、各出力ピン５とＤ／Ａ４４０との間にそれぞれ接続されたアナログスイッチ（ト
ランスミッションゲート）４４a，…４４i，…４４nとからなる。レジスタ１３から入力
端子４ｃを介してデータＤＡを受けたＤ／Ａ４４０は、リセット期間ＲＴに所定のリセッ
ト電圧（プリセット電圧）ＶRを発生して出力ピン５に各アナログスイッチ４４X（各アナ
ログスイッチ４４a，…４４i，…４４nの代表として）を介して出力する。各アナログス
イッチ４４Xは、入力端子４ｂを介してコントロール回路１２からリセット信号ＲＳを受
けてリセット期間ＲＴの間ＯＮになる。リセット信号ＲＳは、リセット期間ＲＴの間、“
Ｈ”になるリセットコントロール信号あるいはタイミングコントロール信号に応じて発生
する。
　レジスタ１３のデータＤＡは、選択信号ＳＥＬ“Ｈ”，“Ｌ”に応じてＭＰＵ１４によ
り設定される。
【００１７】
　ここで、ロー側の走査回路４１，４２は、それぞれ“Ｈ”のエネーブル信号とリセット
信号ＲＳとを受けて走査動作をする。
　ロー側の走査回路４１は、入力端子４ａ，インバータ４３を介して選択信号ＳＥＬをエ
ネーブル信号として受ける。ロー側の走査回路４２は、直接選択信号ＳＥＬをエネーブル
信号として直接受ける。
　なお、ロー側の走査回路４１，４２の走査動作は、入力端子４ｂを介してリセット信号
ＲＳを受けてリセット期間ＲＴから走査動作を開始する。
　そこで、ロー側の走査回路４１は、表示切換スイッチ１１がＯＮからＯＦＦにされたと
きには、選択信号ＳＥＬ“Ｌ”をインバータ４３を介して“Ｈ”のエネーブル信号として
受けて有機ＥＬパネル２に対する垂直方向（ロー側）の走査動作をリセット信号ＲＳのリ
セット期間ＲＴから開始する。一方、有機ＥＬパネル３のロー側の走査回路４２は、表示
切換スイッチ１１がＯＦＦにされたときには、選択信号ＳＥＬ“Ｌ”を直接受けるので垂
直方向の走査動作を停止する。
　逆に、有機ＥＬパネル２のロー側の走査回路４１は、表示切換スイッチ１１がＯＦＦか
らＯＮにされたときには、選択信号ＳＥＬ“Ｈ”をインバータ４３を介して“Ｌ”のエネ
ーブル信号として受けるので垂直方向の走査動作が停止する。一方、有機ＥＬパネル３の
ロー側の走査回路４２は、表示切換スイッチ１１がＯＮにされたときには、選択信号ＳＥ
Ｌ“Ｈ”を直接エネーブル信号として受けるので垂直方向の走査動作をリセット信号ＲＳ
のリセット期間ＲＴから開始する。
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　このように、この表示装置１を内蔵した携帯電話等の装置は、その蓋が閉められたとき
には選択信号ＳＥＬが“Ｈ”となって、パッシブマトリックス型の有機ＥＬパネル３のロ
ー走査回路４２が動作し、装置の蓋が開けられたときには選択信号ＳＥＬが“Ｌ”となっ
て、アクティブマトリックス型の有機ＥＬパネル２のロー走査回路４１が動作する。
【００１８】
　次に、選択信号ＳＥＬと有機ＥＬパネル２の動作について説明する。　入力端子４ａに
入力される選択信号ＳＥＬが“Ｌ”のときには、有機ＥＬパネル２が選択されてピクセル
回路６（そのＯＥＬ素子６ａ）が走査回路４１の垂直方向の走査に応じた水平１ラインの
ＯＥＬ素子がデータ線あるいはカラムピンを介して駆動される。
　この場合のピクセル回路６の動作について説明すると、ロー側走査により走査線Ｙ1が
“Ｌ”になることでトランジスタTP1，ＴP2がＯＮになる。これにより電源ライン＋Ｖcc
からトランジスタＴP3、コンデンサＣ，トランジスタTP1，ＴP2、データ線Ｘ，スイッチ
回路ＳP、出力ピン５を経てＤ／Ａ４９がシンクする所定の駆動電流が流れて、コンデン
サＣには駆動電流値Ｉに対応する電圧値が書込まれ、記憶される。この電圧値の書込みが
終了すると、走査線Ｙ1が“Ｈ”になり、トランジスタTP1，ＴP2がＯＦＦになる。　次に
走査線Ｙ2が“Ｌ”にされてトランジスタＴ4がＯＮになと、トランジスタＴP3，ＴP4がＯ
Ｎ状態に維持されて、コンデンサＣに記憶された電圧値に従って表示期間の間、ＯＥＬ素
子６ａの陽極に電流値Ｉの駆動電流が供給される。なお、このときには、走査線Ｙ1が“
Ｈ”になっているのでトランジスタTP1，ＴP2はＯＦＦである。
　こうして垂直走査の対象とされた水平方向１ライン分に相当する各データ線Ｘを通して
水平方向１ライン分のＯＥＬ素子６ａがそれぞれの駆動電流値で駆動される。
　トランジスタＴP3，ＴP4によるＯＥＬ素子６ａの駆動期間が終了した時点で、リセット
期間ＲＴに入り、走査線Ｙ2が“Ｈ”になり、走査線Ｙ1が“Ｌ”になる。これによりトラ
ンジスタＴP4がＯＦＦし、トランジスタTP1，ＴP2がＯＮになる。
【００１９】
　一方、リセット信号ＲＳを受けて各アナログスイッチ４４XがＯＮとなり、Ｄ／Ａ４４
０のリセット電圧ＶRが出力ピン５に加えられて、前記のＯＮしたトランジスタTP1，ＴP2
を介して水平方向１ライン分のコンデンサＣが所定のリセット電圧ＶRにリセットされる
。この場合のリセット電圧ＶRは、レジスタ１３に設定されたデータＤＡにより電源電圧
＋Ｖccに近い値に設定される。
　なお、リセット期間ＲＴには、ロー側走査回路４１によりスイッチ回路４１ｃがＯＮに
されていて垂直走査対象となっている水平方向１ライン分のＯＥＬ素子６ａの陰極側はグ
ランドＧＮＤに接続されている。
　このような動作がロー側の走査回路４１による垂直走査に応じて行われ、有機ＥＬパネ
ル２の表示が行われる。
【００２０】
　ここで、出力段電流源４０のシンク電流とソース電流の切換え動作と有機ＥＬパネルの
切換動作について図１を参照して説明する。
　選択信号ＳＥＬ“Ｌ”が入力端子４ａに入力されたときには、出力段電流源４０のアナ
ログスイッチ４６は、この信号を受けてＯＦＦし、アナログスイッチ４７とアナログスイ
ッチ４８は、ＯＮになる。
　これにより、アナログスイッチ４７がＯＮすることでトランジスタＱP1，ＱP2がＯＦＦ
となり、カレントミラー回路４５の動作は停止し、トランジスタＱP2が出力ピン５から切
り離される。また、アナログスイッチ４８がＯＮすることで、Ｄ／Ａ４９の出力が出力ピ
ン５に接続されて出力ピン５は、Ｄ／Ａ４９を駆動電流源とする電流値Ｉの電流シンク出
力になる。
　また、入力端子４ａに入力された選択信号ＳＥＬ“Ｌ”は、そのまま出力ピン４ｄを経
て有機ＥＬパネル２の各スイッチ回路ＳPのトランジスタＴPのゲートに“Ｌ”が加えられ
る。これにより有機ＥＬパネル２の各トランジスタＴPがＯＮになる。
【００２１】
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　さらに、選択信号ＳＥＬ“Ｌ”が入力端子４ａに入力されたときには、インバータ４３
の出力“Ｈ”は、ロー側の走査回路４１に加えられ、この回路を動作させて垂直走査をさ
せる。このとき、ＭＰＵ１４にも選択信号ＳＥＬ“Ｌ”が入力され、これを受けたＭＰＵ
１４は、レジスタ１３にアクティブマトリックス型有機ＥＬパネル２に対するリセット電
圧ＶRを発生するデータＤＡを送出する。これにより、リセット期間ＲＴに出力ピン５を
介して所定のリセット電圧ＶRでコンデンサＣがリセットされる。
　その結果、ロー側の走査回路４１が垂直走査に応じて、アクティブマトリックス型の有
機ＥＬパネル２のデータ線Ｘを介して、現在走査されている水平１ラインに接続された水
平方向の各ピクセル回路６のコンデンサＣに電圧値の書込みが行われ、次に駆動電流が流
れて水平１ライン分のＯＥＬ素子６ａが駆動される。
　なお、このとき、ロー側の走査回路４２には入力端子４ａの選択信号ＳＥＬ“Ｌ”が加
えられ、これによりロー側の走査回路４２の動作が停止している。また、有機ＥＬパネル
３側には出力ピン５からシンクする駆動電流が出力されるので、各ＯＥＬ素子３ａは、逆
バイアス状態にされ、誤発光は起こらない。
【００２２】
　一方、選択信号ＳＥＬ“Ｈ”が入力端子４ａに入力されたときには、次に説明するよう
に、有機ＥＬパネル３の動作する。このときには、出力段電流源４０のアナログスイッチ
４６は、この信号を受けてＯＮし、アナログスイッチ４７とアナログスイッチ４８は、Ｏ
ＦＦになる。
　アナログスイッチ４７がＯＦＦすることでトランジスタＱP1，ＱP2からなるカレントミ
ラー回路４５は動作状態となる。このとき、トランジスタＱP2のドレインは、出力ピン５
に接続される。また、アナログスイッチ４８がＯＦＦすることで、Ｄ／Ａ４９が出力ピン
５から切り離される。アナログスイッチ４６がＯＮすることでトランジスタＱP1のドレイ
ンがＤ／Ａ４９の出力に接続されて、カレントミラー回路４５がＤ／Ａ４９の出力電流値
Ｉにより電流駆動される。これにより、トランジスタＱP2から出力ピン５に電流値Ｉ×１
０の吐き出しの駆動電流が出力される。
　また、入力端子４ａに入力された選択信号ＳＥＬ“Ｈ”は、ロー側の走査回路４２に加
えられ、この回路を動作状態にする。さらに、選択信号ＳＥＬ“Ｈ”は、そのまま出力ピ
ン４ｄを経て各スイッチ回路ＳPのトランジスタＴPのゲートに加えられる。これにより、
これらトランジスタＴPをＯＦＦにする。
　その結果、出力ピン５から有機ＥＬパネル２のデータ線Ｘへの駆動電流が阻止される。
　これにより、パッシブ型の有機ＥＬパネル３への切換時には、アクティブマトリックス
型の有機ＥＬパネル２の駆動電流がそれぞれのデータ線あるいはカラムピンに設けたスイ
ッチ回路ＳPで遮断されるので、切換時の過渡電流によるアクティブマトリックス型の有
機ＥＬパネル２の誤発光が防止される。さらに、非表示側のアクティブマトリックス型の
有機ＥＬパネル２のは、スイッチ回路ＳPがＯＦＦ状態になっているので、切換後におい
ても誤発光が防止される。
【００２３】
　次に、選択信号ＳＥＬと有機ＥＬパネル３の動作について説明する。
　入力端子４ａに入力された選択信号ＳＥＬ“Ｈ”を受けてロー側の走査回路４２が動作
して、有機ＥＬパネル３の垂直方向のライン走査が行われ、その走査に応じて垂直走査対
象となる水平方向の１ラインがグランドＧＮＤに落ちると、走査対象の垂直走査方向の１
水平ラインとカラムラインＣLとの間に接続されたＯＥＬ素子３ａがカレントミラー回路
４５からのソース電流により駆動される。
　なお、このとき、ロー側の走査回路４１には入力端子４ａの選択信号ＳＥＬ“Ｈ”がイ
ンバータ４３を介して“Ｌ”として加えられるので、ロー側の走査回路４１の動作は停止
している。
　これにより、表示切換スイッチ１１のＯＮ／ＯＦＦに応じて、言い換えれば、この表示
装置１を内蔵した携帯電話等の装置の蓋の開閉に応じて有機ＥＬパネル２と有機ＥＬパネ
ル３のいずれかが選択されて表示動作をする。
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　ここで、有機ＥＬパネル３のリセットについて説明すると、選択信号ＳＥＬ“Ｈ”が入
力端子４ａに入力されたときには、ＭＰＵ１４は、この選択信号ＳＥＬ“Ｈ”を受けて、
レジスタ１３にパッシブマトリックス型有機ＥＬパネル３に対するリセット電圧ＶRを発
生するデータＤＡを送出する。これにより、リセット期間ＲＴに出力ピン５を介して所定
のリセット電圧ＶRでＯＥＬ素子３ａがリセットされる。
【００２４】
　ところで、タイミングコントロール信号を水平１ラインの走査期間に相当する表示期間
と帰線期間に相当するリセット期間（垂直方向の走査切換期間）とを切り分ける信号であ
るとすると、パッシブマトリックス型の有機ＥＬパネルの駆動では、通常、タイミングコ
ントロール信号とリセットコントロール信号とは同じ信号になり、リセットコントロール
信号が使用される。そして、リセット信号ＲＳは、通常、帰線期間に相当するリセット期
間ＲＴの全部ではなく、その中の一部の期間が割り当てられられる。
　アクティブマトリックス型の有機ＥＬ素子の駆動では、ピクセル回路６のコンデンサＣ
に対する電圧値の書込み期間が必要になるので、通常、タイミングコントロール信号とは
別にリセットコントロール信号あるいはリセット信号を発生させる。この場合、リセット
コントロール信号におけるリセット期間ＲＴは、帰線期間に相当するリセット期間の全部
ではなく、その中の一部の期間が割り当てられる。そこで、前記ピクセル回路６のコンデ
ンサＣに対する電圧値の書込みは、ピクセル回路６のコンデンサのリセット終了後のタイ
ミングにおいて帰線期間に相当するリセット期間内において行われる。
　したがって、有機ＥＬパネル２と有機ＥＬパネル３との切換えとその動作開始は、リセ
ットコントロール信号によることなく、リセット信号あるいはタイミングコントロール信
号に応じて行われてもよい。この場合には、帰線期間に相当するリセット期間の開始から
それぞれに動作を開始させることができる。
　また、有機ＥＬパネル３のロー側の走査回路４２の動作の停止は、出力段電流源４０か
らの駆動電流を停止させるものである。これにより、前記実施例では、走査回路４２は、
有機ＥＬパネル３（負荷回路）の下流に設けられた駆動電流の遮断回路になっている。
　さらに、アクティブマトリックス型では、コンデンサＣが駆動電流値を記憶するので、
前記の実施例においては、ＯＥＬ素子６ａが走査回路４１ｂのスイッチ回路４１ｃを介し
てグランドＧＮＤに接続されるようになっている。これによりこの実施例は、垂直走査に
応じて決定される垂直走査ライン（水平方向１ライン分）を順次駆動しているが、このよ
うに順次走査するのではなく、この発明は、１画面分の駆動電流値をコンデンサＣに記憶
させた後にスイッチ回路４１ｃをＯＮさせて一度に１画面分の駆動を行ってもよい。
　また、この発明は、Ｒ，Ｇ，Ｂの１画面をそれぞれに時分割で駆動する場合には、前記
の１画面は、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応して設けられるので、このスイッチ回路４１ｃは、Ｒ，Ｇ
，Ｂのそれぞれの１画面に対応して１個づつ、合計で３個設けられることになる。
【００２５】
　図３は、２枚のアクティブマトリックス型有機ＥＬパネルに対して電流駆動回路を共用
した場合のこの発明の有機ＥＬ表示装置の他の実施例のブロック図である。
　有機ＥＬの表示装置１０は、図１のパッシブマトリックス型の有機ＥＬパネル３をアク
ティブマトリックス型の有機ＥＬパネル２と同様なアクティブマトリックス型の有機ＥＬ
パネル２０に置き換えたものである。そのため、ロー側走査回路４２は不要となり、ドラ
イバ４は、ロー側走査回路４１により有機ＥＬパネル２，２０をマルチプレクサ１５を介
して切換駆動することになる。
　この場合には、出力段電流源は、有機ＥＬパネル２と有機ＥＬパネル２０の両者に対し
てシンク電流を発生すればよいので、図示するように、図１の出力段電流源４０に対して
出力段電流源は、Ｄ／Ａ４９のみの構成となっている。そこで、このＤ／Ａ４９の出力が
出力ピン５に接続されている。
【００２６】
　マルチプレクサ１５は、入力端子４ａに入力された選択信号ＳＥＬ“Ｈ”を受けて有機
ＥＬパネル２側への出力から有機ＥＬパネル２０側への出力に垂直走査出力を切換える。
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　なお、この実施例では、ドライバ４にインバータ４３の出力を外部に出力する出力ピン
４ｆが設けられいる。この出力ピン４ｆが有機ＥＬパネル２０の各スイッチ回路ＳPのト
ランジスタＴPのゲートに加えられる。その結果、有機ＥＬパネル２と有機ＥＬパネル２
０とは交互に駆動電流が阻止され、駆動電流が阻止されていない側の有機ＥＬパネルに出
力ピン５からＤ／Ａ４９の電流値Ｉのシンクする駆動電流が供給される。
【００２７】
　具体的には、入力端子４ａに選択信号ＳＥＬ“Ｌ”が入力されたときには、出力ピン４
ｄを経て有機ＥＬパネル２側の各スイッチ回路ＳPのトランジスタＴPのゲートに“Ｌ”が
加えられ、これらトランジスタがＯＮになる。そして、選択信号ＳＥＬ“Ｌ”を受けたロ
ー側走査回路４１がマルチプレクサ１５を介して有機ＥＬパネル２側を選択して垂直走査
を行う。これにより有機ＥＬパネル２の各ピクセル回路６が駆動される。このとき、有機
ＥＬパネル２０側の各スイッチ回路ＳPのトランジスタＴPは、そのゲートに出力ピン４ｆ
を介して“Ｈ”が加えられてＯＦＦしている。
　一方、入力端子４ａに選択信号ＳＥＬ“Ｈ”が入力されたときには、出力ピン４ｆを経
て有機ＥＬパネル２０側の各スイッチ回路ＳPのトランジスタＴPのゲートに“Ｌ”加えら
れ、これらトランジスタがＯＮになる。そして、選択信号ＳＥＬ“Ｌ”を受けたロー側走
査回路４１がマルチプレクサ１５を介して選択された有機ＥＬパネル２０側の垂直走査を
行う。これにより、有機ＥＬパネル２０の各ピクセル回路６が駆動される。このとき、有
機ＥＬパネル２側の各スイッチ回路ＳPのトランジスタＴPは、そのゲートに出力ピン４ｄ
を介して“Ｈ”が加えられてＯＦＦしている。
　その結果、表示切換スイッチ１１のＯＮ／ＯＦＦに応じて、有機ＥＬパネル２と有機Ｅ
Ｌパネル２０のいずれかが選択的に表示動作をする。
　なお、この場合のリセット電圧ＶRは、有機ＥＬパネル２，２０とも同じ電圧値になる
ので、必ずしもＤ／Ａ４４０で変換する必要はなく、ツエナーダイオード等の定電圧回路
であってもよい。
【００２８】
　図４は、２枚のアクティブマトリックス型有機ＥＬパネルに対して電流駆動回路を共用
した場合のこの発明の有機ＥＬ表示装置のさらに他の実施例のブロック図である。
　有機ＥＬパネル２０側を図１の有機ＥＬパネル３と同様に電流ソースにより駆動するピ
クセル回路６０を持つ有機ＥＬパネル２ａとしたものである。
　ピクセル回路６０は、ピクセル回路６のＰチャネルＭＯＳトランジスタTP1～ＴP6をす
べてＮチャネルＭＯＳトランジスタに置き換えたものである。そして、ＯＥＬ素子６ａは
、トランジスタＴP3に対応する位置にあるＮチャネルトランジスタのドレインと電源ライ
ン＋Ｖccとの間に挿入されている。
　また、ＰチャネルＭＯＳトランジスタＴPで構成される各スイッチ回路ＳPは、Ｎチャネ
ルＭＯＳトランジスタＴNで構成される各スイッチ回路ＳN（各スイッチ回路ＳN1，…ＳNi
，…ＳNnの代表として）に置き換えられている。
　さらに、有機ＥＬパネル２ａの走査線Ｙ1，Ｙ2にはそれぞれインバータが設けられてい
る。
　なお、この場合には、出力段電流源は、図１に出力段電流源４０（各出力段電流源４０
ａ，…４０i，…４０ｎ）となり、図１の実施例と同様に、選択信号ＳＥＬの“Ｈ”，“
Ｌ”に応じて電流ソース駆動と電流シンク駆動との切換が行われる。ただし、カレントミ
ラー回路４５の入力側トランジスタＱP1と出力側トランジスタＱP2のチャネル幅（ゲート
幅）比は、１：１になっている。
　その全体的な動作については、図１あるいは図３の実施例と実質的に変わりがないので
割愛する。　
【００２９】
　ところで、実施例では、アクティブマトリックス型の有機ＥＬパネル２において、各デ
ータ線Ｘに対応してスイッチ回路ＳPがそれぞれに設けられている。これと同様にパッシ
ブマトリックス型の有機ＥＬパネル３においても、各カラムライン（カラムピンへの接続
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ライン）ＣLに対応してスイッチ回路ＳPをそれぞれに設けてもよい。そして、表示切換に
おいて非表示となる場合に各スイッチ回路ＳPをＯＦＦにして出力段電流源４０の駆動電
流を遮断する制御が行われてもよい。
　また、実施例では、有機ＥＬパネル（メインディスプレイ）と有機ＥＬパネル（サブデ
ィスプレイ）とは、ドライバＩＣ４の出力ピン数に対応して端子ピンが割当てられている
。しかし、この発明は、ドライバＩＣ４によるサブディスプレイの有機ＥＬパネル３の駆
動ピン数がメインディスプレイの有機ＥＬパネル２の駆動ピン数よりも少ない場合であっ
ても適用できる。このような場合には、サブディスプレイの有機ＥＬパネル３を駆動する
ときに、電流出力が不要な出力ピンに対応するＤ／Ａ４９に対して表示データ“０”を設
定すればよい。これにより、それらの出力ピンには出力電流が発生しないからである。こ
れにより問題は生じない。
　また、表示切換は、表示切換スイッチ１１のＯＮ／ＯＦＦに応じて行われればよく、必
ずしもこれに同期させて行われる必要はない。例えば、表示切換スイッチ１１のＯＮある
いはＯＦＦを受けたときに、切換えにより表示が停止される側のディスプレイが表示期間
であるときには、リセット信号ＲＳに応じてリセット期間ＲＴに入ったタイミングで表示
切換が行われるように選択信号ＳＥＬを発生してもよい。これは、例えば、リセット信号
ＲＳとの論理積を採ることで容易にできる。
　なお、選択信号に応じて、駆動される（あるいは表示される）第１および第２の有機Ｅ
Ｌパネルのいずれか一方の垂直走査回路の動作の開始は、駆動が停止される（あるいは表
示が停止される）いずれか他方が垂直走査回路の動作を停止した以降のタイミングである
ことが好ましい。この場合の動作停止は、走査動作の一時的な停止あるいは待機状態に限
定されるものではなく、この回路の動作そのものの停止であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　以上説明してきたが、実施例では、表示装置１を内蔵した携帯電話等において、表示切
換スイッチについて、装置の蓋が閉められたときに装置の蓋により押されて作動し、ＯＮ
になるスイッチであると説明している。しかし、これは逆に装置の蓋が閉められたときに
ＯＦＦになるスイッチであってもよい。この場合には、実施例で示す選択信号の“Ｈ”、
“Ｌ”の発生は逆になる。
　なお、選択信号ＳＥＬの“Ｈ”と“Ｌ”は一例であり、インバータ等により容易に論理
を逆にすることができるので、これらが逆の論理信号であっても何ら問題なく実施例と同
様な選択動作をさせることが可能である。また、表示切換スイッチは、押しボタンのよう
なスイッチに限定されるものではなく、例えば、装置の蓋を開けたときに光りを受けて検
出信号を発生する光学的なセンサを用いたスイッチであってもよい。表示切換を検出する
他のセンサであってもよいことはもちろんである。したがって、ここでのスイッチあるい
はスイッチ回路にはセンサが含まれる。
　また、実施例では、ＭＯＳＦＥＴトランジスタを主体として構成しているが、バイポー
ラトランジスタを主体としても構成してもよいことはもちろんである。さらに、実施例の
Ｎチャンネル型トランジスタ（あるいはｎｐｎ型）は、Ｐチャンネル型（あるいはｐｎｐ
型）トランジスタに、Ｐチャンネル型トランジスタは、Ｎチャンネル（あるいはｎｐｎ型
）トランジスタに置き換えることができる。この場合には、電源電圧は、通常は負となり
、上流に設けたトランジスタは下流に設けることになる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１は、アクティブマトリックス型とパッシブマトリックス型の有機ＥＬパネル
に対して電流駆動回路を共用した場合のこの発明の有機ＥＬ表示装置の一実施例のブロッ
ク図である。
【図２】図２は、アクティブマトリックス型の有機ＥＬパネルのピクセル回路の説明図で
ある。
【図３】図３は、２枚のアクティブマトリックス型有機ＥＬパネルに対して電流駆動回路
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を共用した場合のこの発明の有機ＥＬ表示装置の他の実施例のブロック図である。
【図４】図４は、２枚のアクティブマトリックス型有機ＥＬパネルに対して電流駆動回路
を共用した場合のこの発明の有機ＥＬ表示装置のさらに他の実施例のブロック図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１…有機ＥＬの表示装置、
　２，２ａ，２０…アクティブマトリックス型の有機ＥＬパネル、
　３…パッシブマトリックス型の有機ＥＬパネル、
　３ａ，６ａ…有機ＥＬ素子（ＯＥＬ素子）、
　４…ドライバＩＣ、４０，４０ａ～４０ｎ…出力段電流源、
　５…出力ピン、６，６０…ピクセル回路、７，８…ローライン、
　１１…表示切換スイッチ、１２…コントロール回路、
　１３…レジスタ、１４…ＭＰＵ、１５…マルチプレクサ、
　４１，４２…ロー側の走査回路、
　４４０，４５…Ｄ／Ａ変換回路（Ｄ／Ａ）、
　４３…インバータ、４４…リセット回路、
　４４a，４４X，４４n，４６，４７、４８…アナログスイッチ、
　４５…カレントミラー回路。

【図１】 【図２】
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